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昭和42年秋田県内に於て検出した赤痢菌

の薬剤耐性について

細菌病理科 茂木武雄

1 まえがき
昭和42年，秋田県内に於て分離した赤痢菌

について． Dihydrostreptomycin , 
Chloramph en i col, Tetracycline 

とKanamycinの4種抗生物質に対する耐性

度を調ぺたので，その結果を報告する。

II 赤痢菌々型，供試菌株及び
使用薬剤
(1)赤痢菌々型

昭和42年(1月～ 12月）に．県内各保健

所及び寄生虫予防協会に於て分離した赤痢菌は，

第 1表のとおり合計80株である。これを菌型

別にみた場合，集団発生時に分離した赤痢菌を

含めて． s~. sonnei (1相， 2相）が最も

多く 43株 53彩の過半数を占め，次は集団発

生時に分離したSh.flexneri V.X(1.)21 

株 26彩． 3位はSb.flexneri Baの8株

1 0彩で，他の菌型(Sh.flexnerilb, 

2a,2b,4)は．いづれも 4彩以下であった。

施設別にみた場合は．集団発生のあった管内

保健所のうち能代保健所が多い。

第1表 昭和 42年 (I月～ I2月）、衛生科学研究所、保健所及び

協会に於て分離した赤痢菌々型成績

＼ 菌型
衛 秋 能 大 花 本 矢 大 角 横 湯！鷹 五男 寄幽 計

城 予防 備 考
研 田 代 館 輪 荘 島 曲 館 手 沢巣 目鹿 協会 （彩）

S-<1..rlexneri 1 b 1 (D1 E) 

‘’ II 2a 1 1 1 (a753 ) 

” II 2b 1 (1251 ) 

‘’ ‘’ 3a 1 2 3 2 { 10.8 0) 

‘’ II 4 1 1 
(2.5術s"  

II ’’ 4a 1 （1251 ) 

‘’ ／ヽ V.X 
21 

(26.2261 ) ~1) 

Sh. sonnei 1 6 16 
(8 
1 6 1 6 6 (512451 ) 

‘’ ‘’ 2 1 1 (2.52 0) (1 

計 11 39 1 6 3 1 6 2 11 80 

註．能代保健所の菌株数は，赤痢集団発生時に分離した赤痢菌（ ）内菌株数を含む。
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(2) 供 試 菌 株

昭和42年分離した赤痢菌のうち，集団発生時

の分離株を除く，一骰依頼及び行政上の保菌者検

査等で分離した第2表の 34株，即ち， Sh.f上

exneri 2 a -1株， 3a-6株， 4e. -1株

Sh.sonnei 1-2 5株． Sh.sc,nnei 2 -

1株を用いた。

（昭和 42年集団発生時に検出した赤痢菌の抗

生物質に対する耐性度の検査結果は，秋田県衛生

科学研究所報第 12輯に掲載した。）

試験に供した赤痢菌第2表
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菌 型 菌株数： 内 訳

Sn.. flexneri 2a 1 1，l 寄記（以生す虫下）予寄1予防協協会と

I-------― ー ・・

‘’ ‘’ 3a 6 
能代2，大曲3
寄予協 1

’’ ’’ 4a 1 秋田 1

本荘 1.嬰代7
Sh. sonnei 1 2 5 秋寄田予協5 ， 館 1

4.角函
l，横手 6

II ‘’ 2 1 男鹿 1

、計 3 4 ! 
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(3) 使用薬剤

次の抗生物質 4種を用いた。

(1) Dihydrostreptomycin Sulfate 

ー武田薬品工業KK製品（以下SMと記す。）

(ii) C:hloramphenicol powder一三共

KK製品（以下CMと記す。）

4iP Tetracycline Hydrochloride 

Crystalline Powder一日本vダリ・一
KK製品（以下TCと記す。）

4V) Kanamyc1n Sulfate一三共KK製品

（以下KMと記す。）

m
 

検 査 方 法

使用薬剤を減菌蒸留水で溶解し， Heart-

infusion 寒天培地を用いて，寒天平板稀釈

法により実施した。判定は， 37℃ ,2 0~2 4 

時間培養後．肉眼的に赤痢菌の発育を認めたもの

を耐性「＋」とした。

z
 

検 査 成 績

抗生物質に対する耐性試験の結果は第 3表のと

おりで．供試菌 34株のうち， 10 o r/4濃度

に耐性を示したのは． SMに対しては 7株 (20. 6 

彩）． CM,TCにはそれぞれ 18株 (52. 9笏

であったが， KMに対しては6.2 5 r/1J/［濃度以

上の耐性菌は認められなかった。

1 o o r／鵞［濃度に於ける使用薬剤3種， 2種

及び 1種に耐性を示したものをみると第 4表のと

おりで， 6株（ 1'Z6彩）が SM,CM,TCの

3種薬剤に耐性を示し， 2種薬剤に耐してはCM

TCの12株 (35. 3彩）， 1種薬剤のみには

SMの1株(2.9 96)であり，供試菌34株のう

ち， 10 o r/4濃度のSM,CM,TCのいづ

れかに耐性を示した赤痢菌は合計 19株 (55. 996) 

であった。

菌型別にみた場合． Sh.:t'lexneri3aは．

供試菌6株のうち， 3株 (50.0%)がSM,C

M,TCの 1o o r／篇［濃度に耐性を示し． Sh-

sonneiに於ては，供試菌 26株のうち 16株

(6 L 5彩）がSM,CM,TCのいづれかの薬

剤の 1o o r/冨t濃度に耐性を示した。然も，そ

のうちの 3株（森Xl00=18.8彩）はSM,

CM,TCの3種薬剤の 1o o r/篇l濃度に耐性
であった。 Sh.:rlexneri2aと4aの供試菌
は夫々 1株であったが． SM,CM,TCの 100

r／鸞［濃度に対する耐性は認められなかつた。



第 3表 昭和 42年分離赤痢茜の抗生物質に対する耐性検査成績

薬 剤 s M 

＾ 
M 

こに ! 
l 

3.125 ! L 6 6 0. 7 8 0. 3 9 !I 小計茜 型 1 0 0 5 0 2 5 1 2. 5 6. 2 5 3.125 1. 5 6 0. 7 8 0. 3 9小計 1 0 0 5 0 2 5 1 2. 5 6. 2 5 

l 

1 ! Sh.:flexneri2a 1 l 1 1 
----・ -. 一一 ~ ~ ］ ---• 

II 

“ 
3a 6 3 3 6 3 3 6 

II II 4a 1 1 1 1 1 

Sh.sonnei 1 25 3 1 2 1 0 25 1 4 3 1 25 

II II 2 1 1 I 1 ！ 1 

7 l I 
ー——

計 3 4 7 1 2 5 1 0 34 l 8 3 2 '4 3 4 
l 

~ 2 0. 6% ↓ 5 2. 9彩耐 性 率 （彩） 10(lO I I 100.0 

薬 剤 T C K M 

こ：
， 

| 

6. 2 5 1 3.125 I 1. 5 6 i 0. 7 8 : 0. 3 9小計菌 型 l O O 5 0 25 1 2. 5 6. 2 5 &125 L 5 6 U78 U39 小計 l O 0 50 2 5 1 2.5 

Sh.flexneri2a 1 1 1 1 I 1 

II II 3a1 6 8 3 6 6 l 6 
II II 4a 1 1 1 11 I 1 

Sh.sonnei 1 25 1 4 1 1 25 2 23 | I 2 -5 
II II 2 1 1 1 L 1 l 1 

計 8 4 18 1 8 3 34 1 ・ -2 1 32 . | 3 4 
·~ •• •日

．．  ~•一

耐 性 率 （彩） 5 ~ 2. 9彩 100.0 100.0 
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第 4表 8種薬・浄j•2 種薬剤及び 1 種薬剤耐性赤痢菌々株数
(1 0 0 ~んt)

i 

薬 剤
3 種 2 種 1 種

SM·CM•TC SM・CM JsM ・TC CM•TC SM  CMITO 計．．． 

菌 型 二 1 0 0 100 I 100 ！ 1 0 0 100 100 100 

Sh.flexneri2a 1 I 

II ‘’ 3a 6 8 I 8 
—•• 

‘’ II • 4a 1 

Sh. sonnei 1 25 2 12 1 1 5 

” II 2 1 1 1 

計 34 6 1 2 1 1 9 

耐 性 率 （彩） 1'Z 6 3 5. 3 2. 9 5 5. 9 
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•昭和 4 2年度分離した赤痢菌で．集団発生時の

菌株を除いた 34株について，耐性試験を実施し

―・・｀・た結果，所謂，耐性菌と思われている 10 OT/21/ 

濃度に耐性を示す赤痢菌は， SMには 7株 (2(l 

6彩）． CM,TCには夫々 18株 (52 9彩）

あって，第5表に示すように，昭和41年分離菌

株より低率(SM-6(l8彩． CM-6(l8彩．

TC-59.8彩）になつているが，前々年の昭和

4 0年分離菌株と比較すれば， SM(35.l彩）

に？いては，昭和42年分離菌株が，やや低率に

なつているが． CM(53.2彩）． TC(521

彩）に対しては．略同率であるo又． SM,C

M,TCの 8種薬剤に対する 10 0 T／鵞［濃度耐

性riiをみると，第 6表に示すように，昭和40年

はa-4. 0彩，昭和 41年には 58.896あったのが

昭和42年には 6株， 1'Z6彩と低率になってい

るが，同濃度のいづれかの薬剤に耐性を示す赤痢

菌は．昭和40年は 53. 2彩，昭和41年 6L 9 

先、，昭和 42年は 55. 9彩と大差がない。この

ように SM,CM,TCの 1o o r／鵞［濃度耐
性赤痢菌について，昭和40,41,42年の

耐性率をみると，耐性の上昇傾向はみられず，

むしろ，ゃゞ下向の感があるが，これは供試し

た菌株数が少く，直ちに結論づけるわけにいか

ないが，赤痢症の治療には， SM,CM,TC

系以外の薬剤も用いられてきている結果とも思

われる。 KMに対する耐性度については，昭和

4 1年から実施しているが，昭和42年の分離

赤痢菌は昭和 41年と同様， lo o r/4濃度

に対する耐性菌は認められず，凡ての供試菌は

6. 2 5 r/1il［に対して感性であった。

菌型別にみた場合， Sh.flexneri 2 a 

4aには． SM,CM,TCの 1o o r／露［濃
度に対する耐性菌は認められなかつたが． Sh.

flexneri 3 aに於ては，供試菌6株のうち

3株(50. 0彩）が 3種薬剤に耐性であった。
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Sh.sonneiに於ては，供試菌26株のうち，

1 6株 (6l 5彩）が， 1o o r/11l［濃度SM,
CM,TCのいづれかに耐性であり， 3種薬剤に

ー38-

対しては， 8株 (1L 5彩）が耐性であって，ぃ

づれも昭和41年の 7'Z8彩， 75. 0彩より低率

である。

第 5表 昭和 40, 4 1, 

耐性検査成績

4 2年分離赤痢菌の抗生物質に対する

年＼月IJご試、＂菌硲

S M CM  ITC  KM  

耐性i耐性率 耐性i耐性率耐性耐性率酎性耐性率 9

菌株（彩） 菌株（彩）菌株（彩） 菌株（彩）

i 

I/ こ一40 94 3 3 3 5.1 50 5&2 49 5 2.1 

41 9 7 59 6 (l 8 59 6 0.8 i 58 5 9. 8 

゜ ゜42 34 7 2 0. 6 18 52.9 | 1 8 5 2.9 
゜ ゜＇ 

第 6表・昭和 40, 41, 42年分離赤痢菌の抗生物質に対する 8種薬剤

2種薬剤及び 1種薬剤耐性検査成績 ‘ゞ

：ら
3 種 2 種 1 種

SM  SM  SM  CM  計
CM  SM  CM  TC 
TC CM  TC  TC 

耐耐 耐 耐 耐 耐 耐 耐 悶 耐 耐 昇 耐 耐 悶屑年菌 性性 性 性 性 性 性 性 性 麿 性 性
別 株 菌 率 菌 率 菌 率 菌 率 菌 率 率 菌 率 貫 率株 後 株 (%) 株 娩9 株 卿 株 働 株 僚9 株 娩9 (96) 

40 94 32 340 1 Ll 17 1旺 50 53.2 

41 97 57 588 1 LO 1 10 1 LO 60 61.9 

42 34 6 l'Z6 12 3邸 1 2.9 19 559 
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